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今
後
ど
の
よ
う
な
道
路
整
備
を

計
画
す
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

市
長　

十
分
な
幅
員
が
あ
る
道

路
で
は
自
転
車
道
の
整
備
を
、

生
活
道
路
で
は
歩
車
共
存
道
の

整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
。

議
員　

か
え
で
通
り
が
自
転
車

通
行
環
境
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
着
工
さ
れ

る
。
工
事
中
・
開
通
後
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

工
事
中
は
保
安
要
員
を

常
駐
さ
せ
る
。
開
通
後
は
、
住

民
と
の
協
力
で
正
し
い
自
転
車

道
走
行
を
指
導
し
て
い
く
。

議
員　

バ
ス
通
り
と
生
活
道
路

の
交
差
点
や
バ
ス
停
付
近
等
で

の
事
故
が
、
市
民
の
間
で
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
事
故
の
予
防
対

策
を
示
せ
。

市
長　

危
険
箇
所
付
近
の
注
意

看
板
等
の
設
置
等
で
予
防
に
努

め
て
い
く
。

議
員　

自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
の

向
上
が
必
要
で
あ
る
。
市
職
員

が
模
範
と
な
り
市
民
全
体
へ
の

啓
発
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長　

平
成
19
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も
職
員
向
け
の
自

転
車
講
習
会
を
開
催
す
る
。
職

員
が
周
囲
の
自
転
車
利
用
者
の

模
範
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

議
員　

新
ル
ー
ル
の
周
知
の
た

め
、小
・
中
学
生
の
自
転
車
走
行

の
指
導
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
「
自
転
車
の
約
束
」

等
資
料
の
全
児
童
・
生
徒
へ
の

配
付
、
自
転
車
安
全
利
用
５
則

の
周
知
等
、
各
学
校
で
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
。

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

俊
明　

議
員

協
働
に
よ
る
三
鷹
ら
し
い

 

「
景
観
都
市
」
の
実
現
を

議
員　

将
来
に
誇
れ
る
ま
ち
並

み
の
形
成
に
は
、
実
効
性
あ
る

計
画
と
景
観
に
対
す
る
市
民
意

識
の
醸
成
が
必
要
で
あ
る
。
市

は
景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
を

目
指
し
、
景
観
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。
策
定
段
階
か

ら
市
民
参
加
を
図
り
、
計
画
に

実
効
性
を
持
た
せ
る
べ
き
だ
。

市
長　

き
め
細
か
い
対
応
に
は

市
民
参
加
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
積
み
重

ね
が
、
ま
ち
の
景
観
を
良
く
し

て
い
く
。
市
は
、
市
民
の
緑
化

活
動
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
が
、

期
待
す
る
役
割
と
は
何
か
。

市
長　

活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
技
術
支
援
を
通
じ
人
的
資

源
、
情
報
等
を
活
か
し
花
と
緑

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

議
員　

建
物
の
壁
面
・
屋
上
緑

化
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

だ
。
①
公
共
施
設
で
の
整
備
予

定
は
あ
る
か
②
緑
化
工
事
等
の

助
成
制
度
が
必
要
と
考
え
る
。

市
長　

①
特
に
新
築
や
建
替
え

時
に
緑
化
を
強
化
し
た
い
②
環

境
基
金
の
拡
充
な
ど
緑
化
推
進

の
仕
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員　

維
持
管
理
が
重
要
な
校

庭
の
芝
生
化
は
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
り
取
り
組
ま
ね
ば

実
現
し
な
い
。
芝
生
化
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
契
機
に

も
な
り
、
地
域
開
放
等
で
も
活

用
で
き
る
。
考
え
方
を
聞
く
。

教
育
長　

小
・
中
一
貫
教
育
で

培
っ
た
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

協
働
の
体
制
を
活
か
し
、
校
庭

開
放
を
利
用
す
る
地
域
の
団
体

等
と
の
連
携
に
よ
り
芝
生
の
維

持
管
理
体
制
を
実
現
し
た
い
。

議
員　

市
の
財
政
状
況
や
広
報

な
ど
刊
行
物
の
表
現
を
わ
か
り

や
す
く
し
、
将
来
に
向
け
た
改

革
の
イ
メ
ー
ジ
を
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
べ
き
だ
。

市
長　

わ
か
り
や
す
い
広
報
と

説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

今
後
、
既
存
の
保
育
園

の
公
設
民
営
化
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。
方
針
を
聞
く
。

市
長　

公
設
公
営
、
公
設
民
営

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ

る
上
で
、
保
育
の
質
に
基
準
を

置
い
た
あ
り
方
を
検
証
す
べ
き

と
考
え
る
。
子
ど
も
・
子
育
て

ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）で
方
針
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
示
し
た
い
。

議
員　

個
人
市
民
税
の
１
％
を

納
税
者
自
ら
が
選
ぶ
市
民
活
動

団
体
の
支
援
に
充
て
る
市
川
市

の
制
度
は
、
協
働
で
取
り
組
む

新
し
い
行
財
政
改
革
だ
。
三
鷹

ら
し
い
取
り
組
み
と
は
何
か
。

市
長　

市
民
活
動
が
盛
ん
な
本

市
で
は
各
種
基
金
や
、
ほ
っ
と

ベ
ン
チ
整
備
へ
の
寄
付
が
あ

る
。
町
会
・
自
治
会
活
動
へ
の

助
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

市
は
「
持
続
可
能
な
都

市
」
を
目
指
し
、維
持
管
理
を

重
視
し
た
修
復
型
の
都
市
再
生

を
進
め
る
方
針
だ
。
取
り
組
み

の
優
先
順
位
、
財
政
規
模
等
、
長

期
的
視
野
で
の
考
え
を
聞
く
。

第
一
副
市
長　

民
間
活
力
の
活

用
な
ど
財
政
基
盤
を
考
え
計
画

を
作
り
、慎
重
に
検
討
し
た
い
。

議
員　

住
民
主
体
の
行
政
、
す

な
わ
ち
協
働
を
進
め
る
中
で
、

そ
の
意
味
を
理
解
し
、
実
践
で

き
る
職
員
の
育
成
が
必
要
だ
。

市
長　

研
修
や
日
常
業
務
を
通

じ
住
民
主
体
の
行
政
と
い
う
意

識
の
醸
成
に
、一
層
努
め
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

久
平　

議
員

子
ど
も
た
ち
が
日
本
を
愛
し

 

誇
り
と
自
覚
を
持
て
る
教
育
を

議
員　

本
市
の
市
立
中
学
校
で

使
用
す
る
歴
史
教
科
書
の
内
容

で
、
日
本
に
対
す
る
愛
情
や
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
は
ぐ
く

め
る
の
か
。
本
市
の
教
科
書
は

国
号
と
天
皇
号
に
関
す
る
記
述

が
少
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

国
号
等
を
教
え
な
い

こ
と
が
愛
情
を
持
て
な
い
こ
と

に
つ
な
が
る
と
は
考
え
な
い
。

議
員　

本
市
の
歴
史
教
科
書
は

南
京
事
件
が
あ
っ
た
と
記
述
し

て
い
る
。
教
育
長
も
内
閣
総
理

大
臣
談
話
を
受
け
、
事
件
が
あ

っ
た
と
の
認
識
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
事
件
は
な
か

っ
た
と
の
論
拠
に
な
る
検
証
資

料
が
あ
る
。
「
①
国
際
委
員
会

の
活
動
記
録
に
は
南
京
の
人
口

は
日
本
軍
占
領
直
前
20
万
人
、

占
領
１
カ
月
後
25
万
人
と
記
さ

れ
、
30
万
虐
殺
は
あ
り
得
な
い

②
故
毛
沢
東
主
席
は
生
涯
一
度

も
南
京
事
件
に
触
れ
て
い
な
い

③
当
時
、
国
民
党
が
設
置
し
た

国
際
宣
伝
処
の
300
回
の
記
者
会

見
で
１
度
も
南
京
事
件
に
触
れ

て
い
な
い
」
、
以
上
の
検
証
資

料
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

事
件
が
な
か
っ
た
と

い
う
資
料
を
提
示
い
た
だ
き
な

が
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
別
の
場

で
議
論
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

議
員　

教
科
書
採
択
に
当
た
っ

て
は
教
育
基
本
法
改
正
、
学
習

指
導
要
領
改
訂
の
趣
旨
に
対
す

る
共
通
認
識
が
必
要
だ
。
保
護

者
、
教
育
委
員
、
採
択
時
の
選

定
資
料
作
成
に
係
る
関
係
者
に

趣
旨
は
説
明
で
き
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

趣
旨
を
、
十
分
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
民
生
費
に

つ
い
て

公
明
党　

赤
松　

大
一　

議
員

乳
幼
児
健
診
を
一
層
拡
充
し 

　
 　

 

母
子
の
健
康
を
守
れ

議
員　

三
鷹
市
で
は
、
個
人
市

民
税
が
市
民
税
収
入
の
90
％
以

上
を
占
め
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
に
伴
い
、
税
収
の
減
少
と
社

会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
。
税
収
構
造
の
と
ら
え
方
と

今
後
の
施
策
の
展
開
を
聞
く
。

市
長　

産
業
振
興
と
法
人
市
民

税
の
増
収
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
市
内
事
業
者
の
市
外
流
出

を
防
ぐ
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ベ
ン
チ
ャ
ー

カ
レ
ッ
ジ
等
で
実
施
し
て
い
る

起
業
家
支
援
に
つ
い
て
、
実
績

と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長　

11
人
が
市
内
で
起
業
し

て
い
る
。
民
学
産
公
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
効
果
的
な

展
開
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
と

連
携
し
た
支
援
を
行
い
た
い
。

議
員　

民
学
産
公
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
最
大
限
の
活
用
で
財
政

へ
の
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

新
技
術
や
新
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
で
、
市
へ
の
経
済
的
な

波
及
効
果
の
拡
大
を
目
指
す
。

議
員　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
機
能

で
育
っ
た
企
業
の
継
続
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

経
営
相
談
、情
報
提
供
、

環
境
整
備
等
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
で
の
支
援
を
推
進
す
る
。

議
員　

団
塊
世
代
の
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
た
め
に
活

用
す
べ
き
だ
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ロ
ン
の
活
用
等
を
通
し
地

域
産
業
に
厚
み
を
つ
け
た
い
。

議
員　

㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
事

業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

同
社
の
収
益
の
向
上
に

よ
り
、
市
へ
貢
献
す
る
と
い
う

循
環
の
展
開
を
支
援
し
た
い
。

議
員　

乳
幼
児
健
診
は
、
母
子

の
健
康
維
持
に
大
事
な
役
割
を

果
た
す
。
健
診
の
結
果
で
精
密

検
査
を
勧
め
る
場
合
、
保
護
者

に
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
丁
寧

な
説
明
に
努
め
て
ほ
し
い
。

市
長　

今
後
も
医
師
会
と
十
分

な
連
携
を
進
め
て
、
丁
寧
な
説

明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

乳
幼
児
健
診
の
充
実
は

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
受
診
率
の
向

上
に
向
け
、
未
受
診
者
へ
の
連

絡
等
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
だ
。

市
長　

往
復
は
が
き
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
付
の
上
、
状
況

確
認
や
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

乳
児
の
い
る
家
庭
へ
の

全
戸
訪
問
は
、
育
児
不
安
の
解

消
・
児
童
虐
待
の
防
止
に
効
果

的
だ
と
考
え
る
。
本
市
の
産
後

早
期
の
育
児
支
援
策
を
聞
く
。

市
長　

産
後
う
つ
病
対
策
事
業

等
を
通
じ
、
多
く
の
母
子
と
接

点
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

議
員　

聴
力
障
が
い
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
新
生

児
に
対
す
る
「
耳
音
響
放
射
検

査
」
の
導
入
と
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
を
検
討
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

弱
視
の
早
期
発
見
の
た

め
、
３
歳
児
健
診
の
際
に
測
定

器
に
よ
る
検
査
の
導
入
と
視
能

訓
練
士
の
拡
充
を
検
討
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
に
つ
い
て
、

①
検
査
項
目
を
拡
充
せ
よ
②
相

談
体
制
の
確
立
が
必
要
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

①
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
②

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
。

公
明
党　

粕
谷　

稔　

議
員

音
楽
が
あ
ふ
れ
る

 

芸
術
発
信
都
市
を
目
指
せ

議
員　

音
楽
が
人
間
の
心
と
体

を
豊
か
に
す
る
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。
子
ど
も
が
音
楽
に
触

れ
る
環
境
整
備
に
努
め
る
べ
き

だ
。
楽
器
の
管
理
は
大
変
と
聞

く
が
、
学
校
現
場
で
使
用
す
る

楽
器
の
管
理
・
修
繕
は
十
分
か
。

教
育
部
長　

貴
重
な
教
育
用
備

品
と
し
て
管
理
し
て
お
り
、
修

繕
は
各
学
校
で
行
っ
て
い
る
。

議
員　

十
分
な
数
の
楽
器
を
学

校
に
配
備
し
て
ほ
し
い
。
小
・

中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
学
区
内
で
の
楽
器
の
相

互
活
用
、
楽
器
の
寄
付
の
受
け

付
け
な
ど
、
工
夫
次
第
で
財
政

負
担
も
少
な
く
楽
器
を
調
達
で

き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

楽
器
の
再
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

三
鷹
駅
南
口
デ
ッ
キ
等

で
見
ら
れ
る
路
上
ラ
イ
ブ
は
一

つ
の
芸
術
活
動
と
言
え
る
。
一

律
排
除
で
は
な
く
騒
音
対
策
な

ど
一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
だ
。
路
上
ラ
イ
ブ
へ
の
対
応

に
つ
い
て
道
路
の
設
置
・
管
理

者
で
あ
る
市
の
考
え
を
聞
く
。

第
一
副
市
長　

道
路
交
通
上
支

障
が
な
け
れ
ば
、
一
定
の
秩
序

を
確
保
し
た
上
で
、
幅
広
く
認

め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

議
員　

市
制
施
行
60
周
年
を

記
念
し
た
三
鷹
の
愛
唱
歌
の
公

募
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
音
楽

イ
ベ
ン
ト
を
推
進
す
れ
ば
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
発
掘
や
地
域
貢
献

の
意
識
向
上
に
も
な
る
。
芸
術

政
新
ク
ラ
ブ　

吉
野　

和
之　

議
員

民
学
産
公
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

 

都
市
型
産
業
の
育
成
と
振
興
を

政
新
ク
ラ
ブ　

白
鳥　

孝　

議
員

さ
ら
な
る

 　

行
財
政
改
革
を
望
む

音楽の魅力を市民が共有できるまちに
したい…三鷹の森フェスティバル2007


